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第 5 章では，第 2 ， 3 章での視覚系の空間特性と併せて，時間特性も考慮、したモデルを提案した。時空間的な現象
の典型としての仮現運動，特に，逆転現象(刺激画像の動かすと同時に画像の明暗を反転させると，知覚される運動
方向が実際の方向とは逆になるという現象)を説明をした。
第 6 章では，上で提案したモデルをヒドラを用いたバイオアッセイ法(生物検定法)における 2 値化処理に応用し
た例を示す。この応用を通して，視覚系に錯視現象を生じる機構がなぜ必要か考察した。
以上のように，本研究で提案したモデルは，視覚情報処理の過程に新しい機構を付与することにより，明るさ知覚
にともなう種々の視覚現象を包括的に説明するもので，視覚情報処理の工学的研究分野に一定の寄与をした。よって
博士論文(工学)として価値があると認める。
